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第１５回加西市公共交通活性化協議会 

 

日時 ： 平成２５年１１月８日(金)  

１４時００分～１６時８分  

場所 ： 加西市役所１階多目的ホール 

【開 会】 

○事務局 失礼をいたします。定刻が参りましたので、ただいまより第１５回加西市公共交通活性化

協議会を開会いたします。委員の皆様には公私ご多忙の中、ご出席くださいまして本当にありがと

うございます。私が本日司会を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず初めに、当協議会の会長であります加西市副市長よりご挨拶申し上げます。よろしくお願い

します。 

○会長 皆さんこんにちは、やっと秋らしくなってきたきょうこのごろでございますが、本日お集ま

りの委員の皆様におかれましては、ご多忙の中当協議会にご出席いただきまして、まことにありが

とうございます。また、先月にははっぴーバスの件で根日女の湯の休館に伴いまして、路線の一部

休止を書面議決という形で協議させていただきました。大変失礼なこととは思いましたが、皆様の

ご協力によりまして議題の承認をいただきましたことを重ねてお礼申し上げます。 

 さて、本日の協議会におきましては報告案件３件、協議案件２件を予定しております。その中で

も、加西市公共交通総合連携計画の見直しについてでございますが、今回は現行計画におけるこれ

までの取り組みの確認をいただき、今後の課題と方針を協議していただくというような議題となっ

ております。公共交通の役割や効果につきましては、まちづくりや交通安全、福祉や環境など多く

の分野に影響を与えるということを考慮しながら、市全体としての公共交通のあり方を検討してい

く必要があるというふうに思っております。このような視点を踏まえまして、次期計画を検討して

いくということに当たりまして多くの意見提案をいただけたらというふうに思っております。 

 今後とも、市民、交通事業者、行政の三者が密接に連携を図りながら、公共交通のあり方を協議

していくということが大事かと思っております。安全で安心な公共交通、住民ニーズに即した公共

交通、これを充実させるためにご協力、ご支援を賜りますことをお願いいたしまして挨拶とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局 ありがとうございました。 

 次に、本日の配付資料の確認をさせていただきます。まず、先日事前送付させていただきました

本協議会の次第、そして事前配布資料一覧、資料１、第１４回の協議結果ですね。そして、資料２、

スタンプラリー２の実績報告ですね。資料３として、コミバスの乗り継ぎ運賃導入についてという

ものと、資料４としてはっぴーバスの子ども用回数券の検討というものを事前送付させていただい

ております。また、本日お席のほうに配付しております当日資料なんですが、座席表、そして資料

１として出席者名簿、資料２として前回の主な意見、資料３として連携計画改定に向けた検討につ

いてという資料、そして資料４としまして事業プログラム別評価、最後に資料５として次期事業プ

ログラムの検討という資料を配付させていただいております。もし、不足している書類等がござい

ましたら事務局のほうまでお申しつけください。 

 以上が本日の資料となっておりますので、続きましては議題に基づきまして進めていきたいと思

いますので、後の進行は議長のほうにお願いしたいと思います。議長よろしくお願いいたします。 

○議長 第１５回加西市公共交通活性化協議会をこれから開催させていただきたいと思います。開催

に当たりまして一言挨拶ということでありますが、きょうの議題で大きく重要な議題というのは協
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議事項になると思いますが、特に連携計画の改定ということがこれから始まるということになると

思います。前回も、やりますよという話は多分出てたと思います。５年前に連携計画を策定してか

ら、この５年間で皆さんと一緒にいろんなことができてきた。はっぴーバスも運行できました。そ

れから、またいろんな取り組みをやることができて公共交通の重要性と、それからその利用促進に

ついても皆さんとさまざまなことを議論し、実現できてきたことがたくさんある。 

 ただ、まだできなかった分たくさんあります。それから、５年前に比べると公共交通を取り巻く

状況というのは非常に変わりつつあると。以前に比べるとより重要性が皆さんの間に認識されてき

たと。車だけではなかなか生活できない人がたくさんいると。そういう人たちの足をどう確保する

のか、生活をどう確保する、外出支援をどうするのかということをもっといままで以上に真剣に考

えていくということが重要だし、それからその役割というのも市民の人からの期待もすごく大きく

なっているというふうに思います。 

 一方、国レベルでも例えば交通政策基本法の法案が閣議決定されるとか、それから地域公共交通

をもっと使いやすくする、それから人々に利用していただくためにはどうしたらいいかというその

制度の改善についても、年度内に何とか法案をつくっていきたいというような話があります。そう

いう話を横目でにらみながら、新しい改定される今回の活性化、連携計画をつくっていくというこ

とが、またこの会議の重要な役割になるというふうに思います。ぜひ、皆さん積極的なご意見を賜

り、よりよい公共交通のあり方を定めていくということで、ご協力賜ればというふうに思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 そしたら、着席させていただきまして議事のほうを進行させていただきたいというふうに思いま

す。まず、最初は報告事項が３点ございます。１点目の先ほど会長からも少しお話がありましたけ

れども、前回の書面協議の協議結果につきまして事務局のほうからご紹介いただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

○事務局 失礼いたします。事前に送付しておりました資料の資料 1番、下にページが１ページと打

っております資料でございます。こちらのほう第１４回加西市公共交通活性化協議会の協議結果と

しまして、委員様のほうにはこちらの協議いただいた後に、結果として送らせていただいて資料で

はあるんですけれども、改めてこちらのほうご報告ということでさせていただきます。協議事項と

しましては、はっぴーバスの根日女の湯線の一部路線休止について、根日女の湯さんが休館される

ことに伴いまして一部路線を休止いたしました。詳細につきましては、協議事項ということで送ら

せていただいたので皆様ご承知いただいているかと思いますけれども、結果といたしましても全会

一致により承認をいただいております。こちらの結果の報告をさせていただきます。 

  以上です。 

○議長 ありがとうございます。ただいまのご説明に対して、ご質問、ご意見等ございますでしょう

か。よろしいですか。皆さん全員オッケーということでいただきます。ありがとうございました。 

 そしたら、報告事項の２に進みたいと思います。スタンプラリー２の実績報告ということにつき

まして、事務局のほうからご報告をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○事務局 失礼いたします。続きまして、次のページ２ページと番号の打ってあります資料２でござ

います。「ねっぴ～はっぴ～スタンプラリー２」の実績報告ということで、数字ですとかあるいは金

額にかかわる部分を中心に報告事項として２ページにわたって作成いたしております。期間といた

しましては、7 月の２０日から９月の１日、夏休みの期間で実施いたしました。今回につきまして

は、協賛店舗にご協力いただきまして、その店舗をページ中ほどに表示しております。そちらのほ

うでご協力いただいたのとともに、前回と同じように商品も別途出しております商品を２ページ下
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のほうに表示しております。こちら次のページに広報の方法と利用実績ということで、どの程度の

方がこちら最終的に利用された方を表にまとめ、スタンプを２つ集めて最終くじ引き抽選までいか

れた方と表のほうにまとめております。その他、そちらのほうを回収できましたスタンプカードの

ほうから利用状況をその上、文章内ですけれども表示をしております。最後、３ページ下のほうに

は今回のスタンプラリーにかかった費用の明細を挙げております。実施概要といたしましては以上

になります。よろしくお願いいたします。 

○議長 ありがとうございます。ただいまのご説明に対してのご質問、ご意見等ございますでしょう

か。よろしいですか。こういうことを取り組んできたということで、スタンプラリーの実績につい

てご報告いただきました。もし、また質問等ありましたら後ほど最後にでもご質問いただければあ

りがたいと思います。そしたら、議事のほうを進めさせていただきたいというふうに思います。３

番目でございます。コミュニティバスの乗り継ぎ運賃制度の導入についてということで、事務局の

ほうからご紹介いただきます。よろしくお願いします。 

○事務局 失礼いたします。こちらのほう続きの４ページ目資料３と続きのページで、Ａ３の横長の

カラーの資料とあわせてご説明をさせていただきます。 

 こちらのほう、加西市のコミュニティバス間での乗り継ぎ運賃の導入を行っております。具体的

に申しますと、はっぴーバスとねっぴー号が中富口というバス停で接続しておるわけですけれども、

こちらを利用されて乗り継がれた場合には、はっぴーバスとねっぴー号をご利用いただいて、市街

地まで来ていただきますと、これまでは当然はっぴーバスの全区間２５０円となっております料金

にプラスして、ねっぴー号の市街地線での距離によります１６０円から２２０円がかかっておりま

した。こちらのほうを乗り継ぎ券を利用いただくことによりまして、はっぴーバスで２５０円を支

払っていただきますと、ねっぴー号のほうにおきましては、カラーのページで刷っております乗り

継ぎ乗車券というのをはっぴーバス車内でお渡ししまして、こちらをご利用いただくことによって

ねっぴー号が実質無料になると。そちらのほうねっぴー号をご利用いただいた運賃につきましては、

市のほうで負担をさせていただくという制度を１１月の１日から導入をいたしております。 

 こちらのほう、各事業者さんのご協力をいただきまして実現することができたんですけれども、

なかなか１１月１日から実施しますよということのＰＲが不足しておりまして、導入と同時に、導

入を決めて導入をしてしまって、もうほぼその直前に少し乗車、ご利用されている方への宣伝とい

う形で車内ですとか中富口のバス停とかに掲示はさせていただいたんですけども、なかなかまだま

だ周知が足りないということで、そちらのほうの周知につきましては今後の課題といいますか、こ

れから実施していくよう考えております。 

 制度の詳細といたしましては、Ａ４の縦のほう、対象区間ということで上げておりますねっぴー

号の市街地線、こちらのほう図で見ていただきますと、青色の線とあと神姫バスの大和線、こちら

も同じく中富口で乗りかえて市街地のほうへ行けますので、こちら２つをあわせた分でご利用いた

だく券ということで実施しております。 

 具体的な使用法としましては、カラーのほうに表示しておりますとおり、はっぴーバスの車内で

こちらの往復両方になっております券をご利用される方が、このまま中富口でねっぴー号に乗られ

るんだということを告げていただきますとお渡しをいたします。乗られたねっぴー号の中で行きの

分をまず使っていただいて、北条の市街地等でおりていただくと。今度お帰りになる際には復の分

を使っていただいてまずはねっぴー号に乗っていただいてご利用いただくと。その後中富口でおお

りいただく際にこちらのほうを使っていただいて、無料にさせていただいた上で中富口で今度はっ

ぴーバスに乗りかえていただいて、はっぴーバスの車内では従来どおり２５０円を払っていただく
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という方法をとるようにしております。結果としまして、５００円ではっぴーバス、ねっぴー号の

乗り継ぎができて、市街地まで出れるようになっておる制度でございます。 

 説明としては以上とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長 ありがとうございます。１１月１日から新しい乗り継ぎ運賃制度を導入しましたということ

でございます。これにつきまして、ご意見、ご質問ございますでしょうか。どうぞ。 

○A オブザーバー 近畿運輸局から出席させていただいております。事前に配付していただいた資料

をちょっと拝見してまして、１点ちょっと場違いな質問になるかもしれないんですけど、この地区

に行かれる方、この地区の方がこういう乗り継ぎをする運賃の割引の対象になるのであって、例え

ば逆にこの地区に住まれてる方の親戚の方がこの地区に行かれるという場合は、この割引の対象に

ならないのかどうかということをちょっと思いましたもので、確認させてもらいたいと思います。 

○議長 じゃ、事務局お願いします。 

○事務局 乗り継ぎ券のお渡しする場所が、西在田地区・在田地区のほうからのはっぴーバスの車内

ということになりますので、今ご指摘いただいたとおり北条の町なかからスタートしまして、西在

田・在田地区へ行く場合にはこちらの券を入手するルートが今のところ設定されておりませんので、

行きに関しては割引が発生しないということになってしまいます。ただ、帰りにおいては車内でお

渡ししますので、往復お渡しいたしますけれども、その往の分のみを使っていただいて割引を受け

ていただくことは可能でございます。 

 ご指摘ありますとおり、本来ですと往復どちらからどのように乗られても割引するという制度と

すべきところなんですけれども、こちらの路線は、すべてではないんですけれども西在田・在田地

区から北条のほうへ向かって出られるご利用がほぼすべてを占めておりまして、その反対向きで在

田・西在田のほうへ市街地のほうから行かれて戻られるという利用が非常に少なくなっております。

ダイヤのほうもなかなか市街地のほうから在田・西在田へ出て戻ってくるということには不便なダ

イヤの設定になっておりますので、利用の現状からいきまして西在田地区のほうから出てこられる、

南へ向かって出てこられるという利用が中心になっておりますので、このたびは事務処理の関係等

も考えまして、こちらの方法での導入をさせていただいております。 

  以上です。 

○議長 よろしいですか。ほかにご意見ご質問ございますでしょうか。 

○B 委員 すみません、神姫バスでございます。先ほど乗り継ぎの話、１１月１日から実施をさせて

いただいておりまして、西在田のほうから出てこられる方の運賃助成ということで、市さんのご協

力をいただきまして実施しております。 

 ご報告ですけれども、一応１１月１日からきのうまで、７日までですけど、中３日間休みがござ

いまして実質４日ほどですけれども、ご利用いただいた方が総計で約１５名ほどいらっしゃるとい

うところでございます。なので、市さんのほうからは余りＰＲがというお話もありましたんですけ

れども、ない割には恐らくはっぴーバスの中でＰＲをさせていただいているんだということを思い

ますけれども、それだけのご利用がいまあるということだけご報告させていただきます。 

○議長 ありがとうございます。なかなかいい報告を聞かせていただいたということですね。多分、

現在はっぴーバスに乗られている方がこれをご利用される方も多いと思いますけども、むしろいま

まで車で行ってた人がこういう割引あるからはっぴーバスに乗りかえようと、はっぴー、ねっぴー

でいこうというような人がふえてくるというのが非常に期待されるところですから、市もそうです

し、原始人の会さんもそうですし、できたら皆さんもこういう制度があるよということをいろんな

場合で局面でご紹介いただければというふうに思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。 
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 ほかにご意見ご質問ございますでしょうか。よろしいですか。 

 では、報告事項は以上というふうにさせていただきます。 

 続きましては、協議事項ということでまず１点目ですけれども、はっぴーバスの子どもの回数券

の改定についてということにつきましては、よろしくお願いいたします。 

○事務局 失礼いたします。では、続きまして資料の６ページ、資料４と右肩に打っております資料

でございます。はっぴーバスの小人用の回数券の検討についてということで、はっぴーバスは現在、

ページの中ほど少し上に書いておりますとおり、運賃は大人が乗車１回につき２５０円、子どもが

１回につき１００円となっております。 

 現在、はっぴーバスの回数券が、大人用のものを９枚つづりで２，０００円、８回で２，０００

円のところを１回分がおまけといいますかついてまして、９枚セットになったものを２，０００円

で販売しております。こちらに加えて、このたびはっぴーバスの子どもさん用の回数券というのも

つくってはどうかということを検討していただきたいと思い、協議事項としてあげさせていただい

ております。料金につきましては、大人用が９枚セット２，０００円で１枚当たりが通常２５０円

のところ８８，８８％になっておりますので、提案といたしましては同じ９枚セットの８枚分のお

値段である８００円というようなものでどうでしょうかということで、こちらのほうは案として挙

げさせていただいております。ご協議いただくようお願いいたします。 

○議長 ありがとうございます。今ご説明いただきました小人用の回数券につきまして、ご意見、ご

質問をいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○C 委員 すみません、兵庫陸運局です。今回これ協議が整った場合にいつから実施されたいとお考

えになられているのか、それを教えていただきたいんですが。 

○議長 事務局お願いします。 

○事務局 実施時期は、また事業者様と詳細詰めないといけないところではあるんですけれども、で

きましたら早い時期にというふうに考えております。新年度もしくは新年度途中、６月とかには導

入できればなと思っております。子どもさんのご利用というのが、どうしてもお休みの期間が多う

ございますので、来年の夏休みとかにはもうご利用いただけるような状況になればよいのかなとい

うふうに事務局としては思っております。 

○C 委員 最終的には協議運賃でございますので、一月前の届け出というのはどうしても発生してい

きます。実施されたい日から１カ月以上前に運行事業者さんが申請を出されるという形で実施時期

をにらみながら申請を出していただければと思います 

○議長 ありがとうございます。ほかにご意見ご質問ございますでしょうか。お願いします。 

○D 委員 この子どもさん用の回数券の関係なんですけども、実際お子さん、対象となるような方、

例えば月間どの程度ぐらいいらっしゃるんですかね。 

○議長 実績ですね。 

○D委員 このはっぴースタンプラリーなんかのこの統計から何か出てくるんですか。 

○議長 はっぴーバスの現在の利用実績がわかれば。 

○事務局 利用実績はいただいておるところなんですけれども、お子様ということで分けてのちょっ

と把握をさせていただいてないので、詳細すぐにはわからないんですけど、実態といたしましては

ほぼお子様のご利用というのはないような状態なんです。何らかのイベント等があった場合に、お

子様がまとめて移動される、例えば区域内の学校へ行かれるとかいう場合にご利用いただいておる

んですけども、子どもさん自身がはっぴーバスに対する親しみがそういう点では非常に薄い現状に

あります。それを解消したいというのもありまして、こちらのほう導入できないかと考えている次
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第です。 

○D 委員 ということは、お子さん一人で、子どもさん一人でそしてバスに乗って市内へ行かれるい

うようなケースは余り、親御さんとご一緒の場合のほうが多いんですか。 

○事務局 そうですね。 

○議長 E委員さん、お願いします。 

〇E 委員 今、現実の話をすれば子どもさんがはっぴーバスに乗って動く、例えば学校に使われると

かいうような時間帯というのは余りないんですよね。それで、例えば芥田とか万願寺の一番奥から

学校のほうへ行くところでも、使えるシステムがなってないんですよ、実は。ＰＴＡのほうとも話

ができてないですしというような感じなってまして、その利用者というのは余り多くは今見込んで

ありません。 

 例えば、西在田の学校や在田の学校や学級で移動して勉強したり打ち合わせしたりとか、こうい

ったときに使っていただいているような実態なんですね。それともう一つは、西在田地域のほうで

いろんな活動していただいているグループがありまして、その中で例えば月曜日の日にあるところ

に子どもたちを集めて、例えば学校の振替休日になっている月曜日の日にいろんなところに集めて、

そこでいろいろ指導をしてやってもらえるとか、こういうのが年間何回かあるわけです。そういっ

たときに、できることであれば回数券のようなもので処理をさせてほしいなと。例えば、子どもに

も切符を渡して使って乗りおりする、こういう勉強、こういうこともさせてあげたいなというふう

なことを言われるもんですから、数的にいえば今おっしゃっていただいたようにそんなに多くあり

ませんけども、そういった意味から必要ではないんかなということで、今回事務局のほうから提案

をいただいていると、こういうことです。 

○D 委員 こういうのができて、それで今まで親御さんが車で送ったりそんなんしてたのを、これで

乗ってこいよというようなんで増えていったらいいんかなと。それで、今おっしゃいましたように

子どもさんの学習にもなりますし、そういうことのようですので賛成したいと思います。 

○議長 ありがとうございます。ほかにご意見ございますでしょうか。 

○C委員 もう一つ確認を、これ回数券使った人は先ほど言った乗り継ぎ券って使えるんですか。 

○事務局 はい。 

○C 委員 それで、ちょっと気づいたんですけど、これ大人と子どもって乗り継ぎ券はかわらないよ

うな気がするんですけど、これねっぴー号のほうで混乱は起きませんかね。万が一お子さんが例え

ば乗って、そのままねっぴー号に乗り継ぐんだったら当然これをいただいて市内に出てくるという

ことになると思うんですけど、これ子ども用もちょっとつくったほうがいいんじゃないかなと今一

瞬ちょっと思ったんですけど。 

○事務局 そうですね、ご指摘いただいたとおりかと思いますので、ちょっとそのあたりまた事業者

様とちょっと調整させていただいて。 

○C委員 できればお子さんも両方乗って体験をしていただくという経験が大事かと思いますので。 

○議長 未来の利用者を育てるということですね。ちょっとそれはまた事業者さんと調整いただいて、

子ども用と、それから何かナンバリングみたいな形ですね。回数券を売る場所はどこになるんです

かね。 

○事務局 今、販売させていただいているのは、はっぴーバス運行事業者さんと原始人の会さんが扱

っていただいております。 

○議長 それもできたら、入手しやすいようなところにね、お買い物に行かれる目的地とかそういう

ところに置いていただくようなことで、身近に手に入りやすいようにしていただけれたらというふ
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うに思います。よろしくお願いします。ほかにご意見ご質問ございますでしょうか。 

○会長 ちょっとしょうもないことなんですけど、この８００円設定で９枚というと８８，８８％、

極めて公平に掛け算したらこうなるんだろうと思うんですけども、普通にいう１１枚１，０００円

セットとかそんなんはあかんのですかね。こうした理由みたいな、理由はあってないようなもんか

もしれませんけども、大人の割引率と子どもの割引率を一緒にしたということだろうと思います。

そういうことで、皆さん理解していただけるんやったらそれでいいかなという気はするんですけど。

おつりが出たりしたらややこしくなるという気がするんだけど。 

〇E 委員 ちょっと僕が答える話じゃないかもわからないんですけど、一番最初に９枚セットで２，

０００円というのをつくったときがあったもんですから、ちょっとお話さしてもらいます。今、副

市長おっしゃったそのとおりだと思うんですけども、最初のところで１１枚セットで２，５００円

とこういうよりも２，０００円のほうが区切りがいいかなと、買いやすいのかなと、お求めいただ

きやすいのかなというようなこともありまして、ここをこういうふうにしたもんですから、今回事

務局のほうでいろいろ検討していただいた中で、同じような形の９枚セットの８００円というふう

になったんだと思うんですけども。 

○議長 そうですね、９枚セット２，０００円が先行したので。 

○会長 いいんですけど、これはこの会議で決めることなんですね。 

○事務局 そうですね、金額ですので。 

○会長 これで決まればそれでいい。 

○F 委員 すみません、事前にこの資料もお預かりしてて、８００円で９枚セットというのはお聞き

してたんですけれども、実際に車内で販売するとなると会長のおっしゃったとおりに１，０００円

のほうがうちとしては都合のいいのかなというのはやはり思いますね。どうしても８００円という

数字になると常におつりが必要な形になると思いますので、できれば１１枚つづりのほうが販売す

る側としたら都合がいいのかなと。 

○議長 回数券は車内で販売してましたっけ。 

○F 委員 そうですね。多分、ほとんどが車内での販売になっているんで、やはりそういうところは

ちょっと、実際にお子様向けの回数券がどれほど売れるかどうかわからないんですけれども、ただ

常におつりはやっぱり、今の２，０００円券だとそこまで考える必要はないので考慮してないんで

すけれども、８００円になりますとちょっとそこは考えないといけないのかなということですね。 

○G 委員 ちょっとよろしいですか。北条鉄道ですけども、今お話聞いてたら新しいのが出ると思う

んですけども、多分来年の４月に消費税が上がると思うので、それで、今北条鉄道のほうも消費税

もこのたびに上げさせていただくということで、賃金改定案をとってもう決めておるんですけども、

もしそれまでにそういう子どもの回数券を発売するとなったとき、消費税は上がるのはアップしな

いのか、そのまま据え置きでやられるのか、公共交通のこういう運賃体系はどういうふうに考えて

らっしゃるんですか。 

○議長 そうですね。事務局のほう。 

○事務局 こちらのほうは先ほど C委員さんからもお話ありましたとおり、協議会で設定しておりま

す運賃ですので、今度再度上げるとなりました場合も改めてご相談させていただくという形になり

ます。 

○G委員 消費税は関係なし？ 

○事務局 ただ、今回の消費税ご心配いただいているとおり非常に大きく上がることが予想といいま

すか、決まっておりますので、そういう意味では将来的にといいますか、いずれかの時点では値上
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げというご相談もしないといけないかもしれないとは思っております。 

○G委員 今回は４月の増税は検討外でいくという。 

○事務局 そうですね 

○G委員 わかりました。 

○議長 今、F 委員さんのほうからご提案があった子どもの小人用の回数券は、１，０００円のほう

がいいんじゃないかという件につきましては、事務局どうですかね。 

○事務局 そうですね、事務局といたしましても、１，０００円のほうがという思いはなかったわけ

ではないんですけれども、やはり現行の料金の割引率を合せるという提案をまずはさせていただく

べきなのかなということで、あげさせていただいております。実務的にそちらのほうがよいという

ことであれば、事務局としてはそちらのほうでご検討いただくのもよろしいかと考えておりますが。 

○議長 ちょっと割引率が悪くなるんですね。 

○事務局 そうですね。 

○議長 それで、納得いただけるかどうかというところですね。今度は利用者。 

○C 委員 すみません、反対に１２枚つづり１，０００円にしたらいかがですか。逆に、お子さんの

ほうが割引率は高くなるんでこれからお子さんに乗ってもらおうという趣旨があるんだったら、む

しろ割引率は低いほうでお考えなったほうがよろしいかと。 

○議長 なるほどね。 

○事務局 ちなみに、今ご提案いただいた１２枚ですと８４％ぐらいになりますので。 

○議長 このあたりどれぐらい収入が上がるかというのは、実は利用者の数がすごく多いとがんがん

効いてくるんでしょうけども、今のお話ですとそれほど大きく変わらないということであればお得

感が少しあって、それからハンドリングもいいと、ドライバーの方に多大な負担かけないというよ

うなことでいうと、今金澤さんからもご提案ありました１２枚つづり１，０００円というようなこ

とで、皆さん特にご意見なければそういう形でとらせていただくというのでいかがでしょう。よろ

しいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 それでは、ごっつい問題あったら言ってくださいね。大丈夫ですか、運営されている皆さん

の。大丈夫ですか。 

〇E委員 大丈夫です。 

○議長 じゃ、原案は９枚セット８００円ということでありましたけども、議論の結果１２枚セット

１，０００円ということで今回は決定ということにさせていただきたいというふうに思います。こ

れにつきましての具体的な事務処理については、また事業所の方と事務局のほうでお詰めいただく、

それから金澤さんのほうもまたアドバイスいただければというふうに思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 じゃ、協議事項の１つ目は以上とさせていただきたいというふうに思います。 

 ２点目でありますけれども、公共交通総合連携計画の改定に向けた検討ということにつきまして、

事務局のほうからご説明をお願いいたします。 

○事務局 こちらのほうの資料事前にお渡しできず、まことに申しわけなかったんですけれども、本

日机の上に置かせていただいておりました当日と書いてあります資料を用いまして、ご説明をさせ

ていただきます。 

 当日資料の２番でございますが、こちらのつきましては前回出していただきましたご意見等につ

きましては、対応、方針などをまとめるということを今後もやっていきたいと思いますので、そう
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いうフォームをまずはつくらせていただいております。こちら特に回をまたいでご協議いただいて

ますこういう連携計画のような計画の場合、前回どのようなお話があったかというようなことを、

ある程度見てとっていただけたほうがいいのかなということでご準備させていただいておりますが、

今回につきましては前回あまりまだ入り口でございましたので、今回書いてある内容につきまして

は、主な意見ということである程度挙げさせてはいただいておるんですけれども、直接今回のこと

でこれは見ておいていただかなければというところがございませんので、ちょっとこちらのほうも

説明は割愛させていただきまして、続きましてホッチキスどめしております横向きの資料ですね。

資料３と書いてあります連携計画改定に向けた検討についてという資料、こちらのほうをご説明さ

せていただきます。 

 こちらめくっていただきました１ページが策定経緯となっております。こちらのほうは現行計画、

ことしで５年目を迎えます現在の計画につきましては策定に当たってどのようなことを行ったかと

いうことを順に書いております。こちらのほうはもう見ていただければと思います。 

 続きましては２ページ以降、こちらは連携計画策定後の変化ということで現在の計画策定しまし

た以降に変わったようなことを数値的なことを中心に挙げさせていただいております。まず、２ペ

ージにつきましては年齢構成別人口の推移となっております。こちら左側に２１年３月時点、右側

に２５年の６月時点の人口の年齢構成を挙げたものと、そちらの将来推計を挙げております。どち

らも見ていただきますと右へ行くほど、年度が進むほど下がってきております。右側につきまして

は、平成５３年まで挙げておりますが、人口は減っていく方向にあるということを、前回と比較し

ても何もよくもなっていないし、むしろちょっと加速しているんじゃないかというようなあたりを

見てとっていただければという資料になっております。 

 続きまして３ページ、こちらのほうは地域別の人口密度となっております。こちらほうも左側に

１７年、右側に２２年をあらわしておりますが赤色が最も人口が集中しておるところ、そしてだん

だん色が薄くなってオレンジが平均的なところ、黄色が平均よりも少ないところ、青色につきまし

ては非常に少ないところ１００未満のところということになっております。１７年と２２年の比較

といたしましては、１７年にありましたオレンジ色の部分が幾らか減っているということなどが見

てとれるかと思われます。人口密度が特に地域の広い加西市におきまして周辺で低くなってきてお

るというようなことを、こちらのほうでご確認いただければと思います。 

 ４ページにつきましては、年齢構成別交通手段の分担表となっております。こちら年齢５歳から

１４歳、１５歳から６４歳、６５歳以上、また全体と分けて上からグラフにしておりますが、こち

らのグラフの黄色が自動車の利用になっております。最後の全体を見ていただきましても、左の１

８年、右側の２２年、どちらも７５％の方がもう自動車をご利用いただいていると、加西市がもう

自動車の利用率が非常に高い状況は、この間変わっていないんだということをご確認いただくため

の資料となっております。 

 続きまして５ページ、こちらは高齢者の免許保有者数及び人身事故件数の推移、こちら挙げさせ

ていただいているのは兵庫県のデータとなっておりますが、こちらのほう黄色い棒グラフが高齢者

の免許の保有者数で、一方高齢者の人身事故数を赤い折れ線グラフであらわしております。高齢者

の方の免許の保有者数は年々増えておりますが、あわせて事故に遭われるケース、事故を起こされ

るケースも増えておるということを見てとっていただく資料となっております。こちらのほうは加

西警察署様のご協力をいただきまして、加西市内のデータのほうもお預かりはしておるんですけれ

ども、やはり高齢者の方の免許の保有というのが増えておるということは、兵庫県全体と同じよう

な状況になっております。 
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 ６ページにつきましては、自動車の移動制約者数となっております。こちらのほう、自動車移動

制約者というのは、下の囲みの中に説明しておりますとおり、通常自動車になかなか乗ることが困

難であろうという方をあげております。７０歳以上の高齢者、自動車運転免許のない方、家に自動

車がない方を挙げております。こちらの方、割合は１８年２２年、率といたしましては同じく３８％

となっております。人口の減っております分、人数といたしましては減っておりますが、割合は同

じようなものだということをこちらのほうでは見ていただけたらと思います。 

 続きまして７ページ、送迎してもらっている自動車移動制約者数ということで、こちらページ真

ん中のグラフの一番下加西市計のところを見ていただければと思うんですけれども、このピンク色

の棒グラフの部分の方が送迎をしてもらっている移動制約者数ということになっております。１８

年と２２年を比較いたしますと、移動制約者自体は総数としては率は同じなんですけども、先ほど

６ページで人数は減っておるということで見ていただいたところですが、こちらのほうその移動制

約者が自動車で送ってもらっている数というのは、むしろ増えているということをこの表では見て

いただけたらということで挙げております。 

 ８ページ、こちらのほうは公共交通のサービス水準をあらわしたものでございます。サービスの

高いところが青色で、最も低いところがピンク色であらわされております。そちらのほうを左にあ

ります地図につきましては現在の状況で、右側につきましてはその人口での構成をあらわしており

ます。右側グラフの上は１８年、下が２５年となっておりますが全くの空白地であったところ、サ

ービスが非常に低かったところというのが２８％から２６％へ少し改善しております。こちら理由

といたしましては、吹き出しのほうにも書いておりますとおり、はっぴーバスを導入したこと等に

よりまして、幾らかは改善したのかなということをあらわした表になっております。 

 続きまして９ページ、こちらのほうは現在の公共交通に対する行政補助額をあらわしたものでご

ざいます。こちら表の中ほどにあります市負担額のあたりを見ていただければと思うんですけれど

も、平成２０年と２４年で比較しておりますが、はっぴーバスを導入したこと、あるいは路線バス

の補助が幾分が増えておりますので、合計といたしましては、少し４，０００万から５，３００万

円と増えております。特に見ていただきたいのは、この表の下に書いております市民の一人当たり

に直したときの負担額でございますが、２０年時点では８２２円ということになっておりました。

それが２４年度におきましては、１，１４５円というふうに増えてきております。こちらのほう前

回の計画におきましては、市民の負担額は１，０００円程度までに何とかおさめるべきじゃないだ

ろうかというような議論もあったかと思うんですけども、現時点ではもう残念ながらこれを超えて

しまっておるなということをご確認いただければと思います。 

 次のページからはこれまでの取り組みということで、各事業者様のご協力いただきましてこの５

年間の間に行っていただいた取り組み等を紹介しております。まず、１１ページからはコミュニテ

ィバス、現在のねっぴー号についての路線やダイヤ改正をどのように行ってきたかということをあ

らわしております。１２ページではこちらからははっぴーバスに関してですが、はっぴーバスの運

行を開始しましたよということをあらわしております。これは、当初のはっぴーバスの路線図とあ

とはっぴーバス運行開始までの経緯を簡単にあらわしております。１３ページにはねっぴー号のラ

ッピングを行ったことを写真で紹介させていただいております。 

 １４ページ、このようなこと等を行ってコミュニティバスの乗車人員の推移をグラフにあらわし

ております。ちなみに平成１２年からどんどん下がってきておりました乗車人員ですが、２３年２

月に導入したはっぴーバスの効果もありまして、２３年、２４年と上がった状態になっております。

２３年から２４年にかけましては減っておるような状態になっておりますけれども、全体としては
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今までも下がってきておった分を少し盛り返しておるのかなというようなグラフになっております。 

 １５ページ、こちらのほうは神姫バスさんのこの期間中の取り組みについて、ご紹介をさせてい

ただいております。１５ページの取り組みにつきましては、利用者の方の声を反映して運行区間を

延長して乗りかえするバス停の変更にご協力いただいたようなことをご紹介させていただいており

ます。１６ページでは富合小学校の小学生たちに整備工場の案内等をしていただいたというような、

そういう生活体験の活動の紹介をいただいています。 

 １７ページにつきましては、低床バスの導入をいただいておるということの紹介をさせていただ

いております。 

 １８ページにつきましては、神姫バスさんのそのような努力はいろいろしていただいておるとこ

ろですけれども、バスの乗車の人員がなかなか厳しい状況にあることをグラフであらわしておりま

す。青色が１６年、黄色が２４年となっております。一番右端のハイウェイバスは少し右肩上がり

のような状況になっておりますが、それ以外のバスにつきましてはなかなか厳しいなということを

こちらのグラフで見ていただければと思います。 

 １９ページにつきましては、バス停別の乗降者数をグラフ化といいますか、あらわしております。

丸が大きいところほど乗降者数が多い場所でして、加西市内ではやはりアスティアが一番多くてそ

れ以外のところとすれば病院や市役所、あと播磨農高あたりが比較的多いのかなというあたりをこ

ちらのほうでは見ていただくための資料となっております。 

 ２０ページ以降は、今度は北条鉄道さんの取り組み等をご紹介させていただいております。こち

ら２０ページはイベント列車のご紹介をさせていただいておるページです。 

 ２１ページにつきましては、ボランティア駅長さんにご活躍いただいておりますことを紹介して

おるページでございます。 

 ２２ページ、こちらのほうは北条鉄道の利用促進キャンペーンということで、市のほうで広報に

３カ月利用できる券を広報に掲載いたしまして、こちらの券をご利用いただいて乗っていただくと

いうようなことをやっておりますので、そちらの事業の紹介をさせていただいております。おおよ

そ３カ月の間に７００人から８００人ぐらい毎回乗っていただいております。 

 ２３ページにつきましては、北条鉄道様のほうでされております駅舎の整備、特にトイレの整備

をされておることの紹介をさせていただいております。各駅、新しいきれいな水洗トイレが設置で

きておるということをこちらのほうでご確認いただければと思います。 

 ２４ページにつきましては、北条鉄道様のそのような取り組みによって、乗車人員が近年ちょっ

と増えておる傾向にあるというようなあたりをこちらのグラフで見ていただければなということで

ご紹介させていただいております。 

 ２５ページにつきましては、「ねっぴ～はっぴ～スタンプラリー」を実施したことの概要を説明さ

せていただいております。ちょっとこちらのほうでは一部修正をお願いしたいところがあるんです

けれども、上から２つ目のグラフ各交通機関利用者数なんですが、利用者数の第１回の部分こちら

のほう上から３２、１５、３となっておりますが、３６、４９、１４で９９人使っていただいてお

りました。ただし実際にご利用いただいたというよりはスタンプを交換いただいた方のスタンプを

数えた数ですので、実際のご利用はもう少しあったのかとは思いますけれども、今回報告しており

ます第２回はその隣に書いてありますとおり１８７人ご利用いただいておりました。そちらのほう

をこちらのほうでは紹介させていただいております。 

 ２６ページ、こちらは公共交通による都市部への通勤環境改善検討を行うということを予定して

おりますので、そちらのご紹介をさせていただいております。現在、加西市から大阪神戸等へ出て
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いく手段といたしましては、高速バス、北条鉄道をご利用いただいた上で神鉄やＪＲに乗りかえて

いただくルート、もう一つは路線バスで宝殿等へ出ていただくルートというようなことが考えられ

るんですけれども、こちらのほうを改善するということを検討していくべきではないかということ

を考えておりますので、ちょっとそのあたりをご紹介という形になりますけども、あげさせていた

だいております。 

 これらの活動等を含めまして、次ページ以降で評価と今後の課題ということでご検討いただきた

い内容、こういう考え方についていかがでしょうかというようなことを挙げさせていただいており

ますのが２７ページになります。こちらのほう、今まで見ていただきました表ですとか、取り組み

の状況から考えられることをまとめております。左上から北条鉄道の取り組みの効果が出ておるよ

うな状況であるということですとか、路線バスはまだまだ厳しいですねというようなことなどをず

っとそれぞれ枠を囲って挙げておるんですけれども、最後一番下の真ん中、行政補助額、先ほど補

助額のところでもご説明いたしましたが増えておる状況にありますが、このあたりも踏まえた上で

右の一番下にありますとおり、人口 1人当たりの補助額が約１，１００円について賛否両論あると

思われます。公共交通機関が生み出す価値とその必要性は交通分野だけにとどまらず、他分野にも

影響があると考えられますのでそのようなことを考える中で、今後他分野との連携していく公共交

通ということでご検討いただければということで、今回はこちらのほうでまとめさせていただいて

おることになっております。 

 こちらのあげております課題等につきまして、緑色につきましてはいい面、赤色につきましては

マイナスのイメージを持たれる面について挙げておりますけども、こういう課題についての対応と

いいますか、解決方法、あるいは何らかの施策が必要なのではないかというようなご意見等いただ

ければということで挙げさせていただいております。 

 ２８ページにつきましては、２７ページの右下の中でありました他分野との連携ということで、

公共交通の価値について、こういう考え方はできないだろうかということで紹介させていただいて

おります。こちらのほう、交通分野だけではなくて社会全体から見たら、公共交通が生み出す価値

というのはより広く考えることができるんじゃないかということを挙げております。それぞれの考

えられる分野別に枠を囲んでおりまして、上から医療、福祉、商業、交通安全等々となっておりま

す。こちらの各分野において、真ん中に青い枠の中で囲んでおりますのが公共交通の役割や効果を

挙げております。公共交通がなくなった場合に発生するであろう、各分野に及ぼすであろう、マイ

ナスの効果を外側赤色に記しております。例えば、医療ですと公共交通は通院手段や家族の送迎の

負担の軽減に役立っておりますと。そこで今度は、公共交通がなくなったら、どうなりますかと考

えていただきますと、病院までの送迎サービスが別途必要になってくるんではないかとかあるいは

逆にお医者様に来ていただかなくてはいけないのではないかと、いうことは医療費が増えるんでは

ないかというような考え方ができませんか、というようなことをご紹介させていただいております。

こちらのほうもあわせてご確認いただければと思います。 

 そして、そのようなことを踏まえていただきまして、２９ページ、評価と今後の課題ということ

で、連携計画改定に向けた考え方を４つほど挙げさせていただいております。１つは、社会情勢や

地域情勢の変化に対応した地域公共交通の再編が必要なのではないでしょうかということで、こち

らのほう検討いただく課題として非常に大きなものであろうということで挙げさせていただいてお

ります。また一方で、公共交通の持続発展に向けた他分野との連携というのも必要でしょうという

ことで、青色の枠で挙げさせていただいております。また、公共交通の不便地域の高齢者の移動手

段の確保というのは、先ほど来の高齢者の免許の保有数の増と交通事故の増なども考え合わせます
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と必要なことではないかということで挙げさせていただいております。そして、緑色最後に挙げて

おりますのが導入した公共交通についての利用促進を行って、より使っていただくことというのは

もちろん重要なんではないかということで挙げさせていただいております。このような考え方を軸

に、今後整備していきたいなというふうに思っております。 

 ３０ページにおきましては、公共交通網の再編ということで、左側の図、こちらの図が現在の連

携計画における公共交通網の再編の方針をあらわしております。こちらが現在こういう方針に基づ

いて再編したらどうかということで計画が上がっておる分です。その同じページ右側に挙がってお

りますのが、現在の状況をあえて図にあらわすとこういう状況かなということで挙げさせていただ

いております。今度見直しにおきまして、基本的には現在の連携計画の図、こちらのほうがまだ達

成できておりませんので当然こちらのほうに向けて進んでいくということを考えておりますので、

今度掲載する方針といたしましては３１ページに案として、こういう形になってくるのではないで

しょうかという図を挙げさせていただいております。 

 こちらのほうもイメージといたしましては、北条の中心市街地がありまして、各市内の地域核と

呼ばれる球状の主要な地点等を結ぶ何らかの軸になるものは必要であろうということで挙げさせて

いただいておるのが緑色とあと青の線、こちらバスや鉄道でそういう軸となる線は必要でしょうと

いうことで挙げさせていただいております。一方で、非常に地域が広いですのでその他の地域をカ

バーするには枝線といいますか、こちらの表の中には地域主体型交通等というようなちょっと漠然

とした書き方をしておりますけれども、そこの軸として使うような大きなバスやあるいは鉄道など

ではない新たな公共交通というのを導入する必要があるのではないかということで、黄色い枠内を

取り囲んでおります。決してこれはイメージですので、こういうルートを走るとかという意味では

ございません。この範囲をカバーするという程度の意味にとっていただければなとは思っておりま

す。こういうイメージで主になる地点を結ぶ、主になる軸に対してその他の地域を結ぶ交通を導入

していくということで、今後も引き続き計画のほう考えさせていただいてよいかどうかということ

をこちらの図でご検討いただければということで挙げさせていただいております。資料３の説明と

いたしましては以上になります。 

 本日の資料といたしまして、あと資料４、資料５という２枚のＡ４資料と、１枚ものを用意して

おりますが、こちらのほうは、ここまでお話が行くかどうかというところはあるんですけれども、

事業プログラムということで現行の計画でもこういう先ほど見ていただきました再編方針を達成す

るにはどんなプログラムにしましょうということで挙げておりますプログラムがあります。こちら

のほうの達成状況を資料４のほうで挙げさせていただいております。例えば、左側上から２目に「デ

マンド型公共交通等の新たな交通システムの導入」というようなことを挙げさせていただいており

まして、その中に中国道以北については路線バス、コミバスなどを導入するとかということで現在

の計画では挙げておったんですけれども、こういうのはまだ現在はできておりませんよというよう

なことをあらわした表になっております。 

 こちらのプログラム別の評価を確認いただいて、その上で資料５ですね、今度載せるべき事業プ

ログラムとしてはどのようなものが考えられますかということで、ある程度このたび少しご紹介を

させていただいておるようなところです。こちらのほうのプラグラムについてもできましたらこう

いうプログラムがあったほうがいいのではないかとか、あるいはこんなプログラムはもう必要ない

のではないかとかいうご意見もいただければとは思うんですけれど、まだこちらのほうは案という

ことで、前回まだできていないことを中心に挙げさせていただいておりますので、またあわせてご

確認いただければと思います。 
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 資料のほうの説明としては非常に簡単ではございますが、以上とさせていただきます。 

○議長 はい、どうもお疲れさまでした。資料のご説明ありがとうございます。ただいまご説明いた

だきました連携計画の改定についての案件につきまして、ご意見、ご質問いただければと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○H 委員 今の資料で９ページですけれども、１つは行政の補助額等で国の補助、特に路線バスで平

成２０年が国の補助がなくて２４年度から入ってきてるのは、これは採算の状況などによるものな

のか、新しく制度ができたのか、その辺ちょっと教えていただきたいんですけど。 

○議長 じゃ、事務局よろしくお願いいたします。 

○事務局 そうですね、制度が２４年度分から少し変わっておるようでして、そのことも影響して国

のほうの補助は出ておるように聞いております。ちょっと詳細、すみません、もしよろしければ C

委員さまの方から、解説をお願いできますか。 

○C 委員 すみません、ちょっと神姫バスさんいいですか。これ地バス補助２０年ってとってなかっ

たですか。 

○B委員 あったと思うんですけどもね。 

○C 委員 そしたらごめんなさい。これ多分書きぶりがおかしくて、路線バスの※４と書いてあるや

つで、姫路駅前から北条へ来るような系統が２４年から急に出るということはまずないんですね。

そうすると２０年も旧補助制度で地バス補助というのがありました。多分そのお金を受けてるんで

すけど、挙げきれてないのかなと。それが２４年新しい補助金制度に変わってからそのまま移行し

てるはずですので、むしろ恐らく２０年に数字は上がると思うんで、これは後で調べ直してもらっ

たら多分わかると思います。それで、はっぴーバスについては、２４年からですからこれで結構で

す。多分ちょっと漏れてると思います、記載が。（※現在ＨＰ掲載の資料は修正しております） 

○H 委員 例えば、今言われた路線のバスの上の何段か県費の補助も２０年度はないところからある

ようになってますよね。これはどうなんですかね。 

○C 委員 そうですね、以前の制度は国が出した場合県も必ず出してますんで、恐らく同じように抜

けてると思います。 

○H 委員 そうであれば、今、市の負担額が非常に増えたと８２２円から１，１４５円ということで

すけど、そういったものも抜けてるとすれば実際の市の負担額というのはもう少し上がってくる可

能性もあるわけですか。 

○事務局 いえ、市の負担額につきましてはこちらの。 

○H 委員 それは一緒、そうかそうか、国とか県がひいてるから。市の単独の負担額という意味で言

ってるんですか。 

○事務局 そうですね。 

○H 委員 それとすみません、引き続いてです。この２９ページの米印の一番下の５番というところ

で、北条鉄道の安全輸送整備事業費は、これはここからは除いてますというふうになってるんです

が、これはなぜ除くんでしょうか。 

○事務局 実際には、当然補助を出しておるんですけれども、北条鉄道様のほうでの安全輸送整備事

業というのが年度によって必ずしも一定しませんで、状況によりまして額の多い年、少ない年があ

りましたので、２０年と２４年のイメージ見ていただく上で、余りそれを入れてしまうと状況の把

握が難しいかなと思いまして、別記させていただいております。 

○H 委員 すみません、それと２３ページと関連してなんですけど、北条鉄道非常に奮闘していただ

いてても、頑張っていただいてるんですけど、この中で括弧の中の赤字で地元のボランティアや寄
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附によって市の補助金なしでトイレ整備等を行ってますと。これ事実そうだと思うんですが、先ほ

どの安全施設整備事業費というのは、市の総合計画を見ますとこの安全輸送整備費でこの駅舎のト

イレの改装とか計画していきますというふうに総合計画では出てるんですね。そして、実際に整備

費は除いているけど実際使ってる部分もあるわけですけど、なぜそれが北条鉄道のこういう事業費

に使われない、ほかのほうへ載ってるということなのか、総合計画でトイレの改修などにこの安全

輸送整備費を使うというふうになっているのに、これはどういうことなのかちょっとよくわからな

いんですけど。 

○議長 お願いします。 

○事務局 それにつきましては、総計の作成時点では駅舎等の公共交通の環境整備はやっていくべき

という方針を市は持っていたんですけれども、北条鉄道が事業者さんとしてその後地域の活力を生

かす中で、駅整備等をされていったということで、形態が変わったということで、ある意味市が方

針を変えているわけではないんですが、手法が変わっていったというふうにご理解いただけたらな

と思います。 

○H 委員 その整備費、安全輸送整備費の執行が分けてるということなんですか。別のほうで北条鉄

道に支援していただいてるということでしょうか。 

○事務局 ここの駅舎整備を安全輸送設備整備補助事業というもので必ずしも賄うという、すべてを

賄うというものではございませんで、多少この赤字の部分の市の補助金なしでというのは、輸送設

備整備補助を使うという意味合いじゃなくて、自治体の補助なしに鉄道事業者さんと駅周辺の住民

であったり、企業さんであったりと地域の活力でやったという意味をちょっと訴えたいがために表

現したものですので、その輸送設備補助をどうこうということをここで言ってるものではございま

せん。 

○H 委員 気持ちとしては安全というのは大事ですので、その本来の役割の安全施設に対してのやっ

ぱり補助はしっかりと行政のほうでやっぱりしてほしいなという思いでちょっと言いました。 

○議長 よろしいですか。ほかにご意見ご質問。 

○I 委員 今のその安全輸送費なんですけど、トイレの改修とかいう分については補助対象にはなり

ませんので、要するに安全輸送設備の補助の分については的確に５カ年計画を立てて、どういうふ

うに整備していくかというふうなことで国と協議しながらやっていると、市はあくまでもそれは最

低限絶対にやりますよと、それにプラスこういう施設整備のトイレとかについても本来は市がプラ

スしてやろうという計画でおったんですけど、北条鉄道のほうが経営努力といいますか、地域住民

の方の協力によって施設整備のほうは進んだというふうな状況ですね。 

○H委員 はい、ありがとうございました。 

○議長 じゃ、はい。 

○J 委員 ２３ページの今の続きなんですけど、地元のボランティアとか地区によって市の補助金な

しにこれだけの地域、改修ができたと。これはもう物すごく高く評価せないかんと思うんですね。

大事なことは、じゃこれを整備することにより駅がきれいになったから、乗客がこれからどんどん

増えていくというふうには私は難しい面を持っておると思うんですね。だから、市の役割はこの形

になってボランティアとそういう一つの熱意でもってここまできれいになったんだから、だから加

西市の北条駅を中心にしたね、そこで魅力あるイベントであったり、あるいは１３００年風土記云々

とかいろんな計画がありましたが、そういうものを早く立ち上げることによって、このボランティ

アでやられた人たちに報いることができると思うんですね。これをしなかったら、この盛り上がり

はこれからも続くという保証はないので、その辺はどのように考えておられますかね。 
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○議長 事務局お願いします。 

○事務局 おっしゃるとおり、この整備によってお客様が増えることはないという意見に賛同するわ

けではないんですけれども、ただ、少なくともこれだけ環境が整った鉄道をもっと利用していただ

くために、市としても北条鉄道さんにちょっといろんな今もいろいろと調整さしていただいている

部分もあるんですが、お客様を呼ぶような仕組みを市としても何らかの形で打っていくということ

で今進めているところです。まだ、具体の中身が詰まってないので何をどうというふうには今表現

できる状況にはないんですが、ご意見いただいているよう形をちょっとでもつくっていきたいとい

うことで、今相談とか各種調整を行っているところですので、市としてもさらに利用が増えるよう

なお手伝いはできるように考えていきたいと思っております。 

○J 委員 やっぱりそういう案があるんだったら、このように協力し合った人にそういうふうな答え

を早く返しとくことは、また続いて力を入れてやっていただけることになるんじゃないかと思いま

す。 

 それから、小さな話なんですけどこの２２ページの優待券は、これは広報についておりましたね。

あれを使ってもいいし、北条鉄道に行けばいただけるんですか。 

○G 委員 いえいえ、あれは加西広報に載ってるものだけしかありませんので、余分にはございませ

ん。 

○J 委員 そうですか。というのは、老人クラブ連合会の神鉄と北条鉄道を利用した交流会を去年か

らやっとるんですね。ことしは１１月２０日の日に北条鉄道と神鉄を使って三木へ行くんですけど、

また三木からも出てくると思うんですけども、そのときにこれを利用しようと思うと、その広報誌

のやつを切り取って持っていくということになるんですかね。 

○G委員 そうです。加西市の住民の方はですね。 

○J委員 そうですか。ありがとうございます。それを聞かしてもろといたら、また。 

○G委員 再発行ではないということですね。 

○議長 広報誌なくさんようにしといてください。 

○I委員 原則、一つの世帯に１枚です。配布してますのでね。 

○J 委員 それと、ちょっときょうの話のおさらいといいますか、私ちょっと気になることがあるん

ですけど、このはっぴーバスと神姫バスとの乗り継ぎの問題を、割引という形で利用を増やすとい

う形になりましたね。これ、これでいいんですけれど、前回までに議論になっておったはっぴーバ

スそのものを北条、市内まで乗るという話はそれはどうするんですか。これは引き継いで検討する

んですか。これはもうできないというふうに考えたらいいんですかね。 

 それをよくやっとかな、はっぴーバスのほうは強い要望があったんですね。お客さんもそないお

っしゃっとるんですね。北条まで乗り継ぎなしで行くようにしてくれ、これがあったと思うんです

ね。老人会の人たちの意見を聞きますと、やはり殿原の方とか中富の方とか強く言うてはるんです

ね。何とかこのバス、直通で行くようにできないのか、こういうことが、あるいは西在田の方も含

めおっしゃっております。このような高齢者の要望というのをこの場としては、いやこれはもう割

引として一応終結するんだというふうにするのか、これからも陸運局もきょうはお見えなんで、そ

のようにせっかく走ってるバスを神姫バスさんの権益とかいろんな問題あると思います。それを乗

り越えて整理をすれば、はっぴーバスの事業を立ち上げたことが非常に効果が上がると思うんです

ね。その辺はどうなんですかね。 

○議長 じゃ、事務局のほうお願いします。 

○事務局 その点につきましては、この本格運行に移行する際にもこの場でご議論、決定をいただい
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たとおり、今年度の末までには何らかの形の方向性の答えを出すんだというふうには決議をいただ

いております。ただ、そこで即はっぴーバスを北条に乗り入れるということを単純に実現するとか

実現しないとかということではなくて、まずは事業者さん同士の協力体制を連携を密にとる中で、

今回はこの策をもって利用促進を図ろうということで取り組んでいるものです。ですから、今の時

点をもってはっぴーバスの北条方面への話が立ち消えたとか立ち消えてないとかというところには、

直結しないものというふうに解釈していただけたら結構かと思います。 

○J委員 といいますと、引き続き検討するということなんですね。 

 もう１点お尋ねしたいんですけど、いろいろこれ提案が出ておるんですけど、きょういただきま

した資料のこれまだ説明をいただいておらないですかね。資料の５というのは、次期事業プログラ

ムの中の交通結節点整備の上から７行目に「泉バス停（高速バス）パーク＆ライド駐車場整備」と

いうのがありますね。実は、今もう市は知ってはると思うんですけど、泉のバス停の西側の県道の

ところに１０台ほどとめられるようになっとったんですね。これを皆利用しとった。今柵が張られ

て使えなくなってる。非常に利用される方が不便だという話があるので、その辺はどのようになっ

とるのか、もし知ってはるんだったら教えていただきたいです。 

○議長 じゃ、お願いします。 

○I 委員 その件は、きょう使用できないということで副市長のほうからちょっと指示があって調べ

たところです。やはりあそこに８台ほど車とめられるんですけど、軽四ぐらいで普通車やったらも

うちょっと長さが狭いぐらいなんですね。あそこに置かれることによって、都染町のあの要するに

後ろ側というか、西側の集落の方があの道から県道に出られるときに見通しが非常に悪いと、非常

に危険だというようなことで、都染町の方が、町のほうで検討されて、今駐車できないようにロー

プかなんかを張られているというようなことを聞きました。 

 市としても、北条鉄道においてもパーク＆ライドというようなことを進めておりますので、泉の

バス停、また高速バス停で北条の高速バスがあるわけですけども、その付近でパーク＆ライドの駐

車場をできたら、一番いいのは無料の駐車場を整備できればなという思いもあって、今後もちょっ

と至急検討を進める必要があろうかなというふうには考えてますので、今後検討したいと思います。 

○J委員 あの土地は都染の土地ですか、県ですか。 

○I委員 いいえ、違います。公団の土地になってるみたいです。 

○J委員 公団が所有権あるんだったら、地元と協議して。 

○I委員 公団と地元とが協議されたかどうかいうのはわからないですけどね。 

○J委員 いずれにしても、非常に不便になって困っておるんでね。 

○K 委員 すみません、その関係でいま部長が申し上げたとおりなんですけれども、いわゆる道路公

団の中国道ができたとき、県道がくぐってますよね。その計画の関係で都染の方がくぐったところ

に家が数軒あるんですわ。その計画によってそれが進入できないということで、道路公団でそれを

補償工事で買収されて、それが引き継ぎ、加西市と道路公団とうまく引き継ぎができてなかって、

それをロータリーにつくることによって泉のここに来たときに、そのロータリーを使って家へ進入

するとそういうことやったんです。それをたまたまそういう形で、もう大分中国道が開通してから

年数たっておるんですけれども、それがたまたまそういう中国道のバスを利用された方が勝手とい

うたら失礼ですけれども、そこに置かれておったということで、地元からそういうことでもう早く

整備してほしいという要望があったんです。それで、都染町の方といまＮＥＸＣＯというんですか

ね、道路公団と加西市と協議させていただいて、それで今土地の整備ができまして、今そこをロー

タリーにしてそこからまた進入してもらうという形です。南から来たら入れるんですけど、北のほ



18 

18 

うから帰られたらそのロータリーをぐるっと回って家へ進入すると、それが一番いいんです。 

○J委員 ぜひひとつ整備していただいたら、ぐっとそのコースを利用される方が増える思います。 

○K 委員 本来はその専用の、どこともそうなんですけども、北条のバス停とかそこらも同じような

状況かと思うんですけどね。今後の課題と。 

○J委員 ぜひひとつまたお願いいたします。 

○議長 ありがとうございます。 

○J 委員 もう１点、これどのように考えたらいいんですかね、今説明をいただきました資料で市民

一人当たりの負担額が出ていましたが。 

○議長 ９ページですね。 

○J 委員 こういう見方をしたらいんでしょうかね。平成２０年度に市民当たりの負担額は年１人当

たり８２２円だと、これ現在公共交通に関することですが、これわずかなお金というたらお金なん

ですけど、これが２４年、２５年、これ人口が減ってまいりまして、１人当たりの負担額が大きく

なっていきますね。そのときに、利便性といいますか、利便性の高い地域に住んではる人は納得さ

れるかしれないけれども、この公共交通の恩恵を受けてない地域の人にしますとおかしいんではな

いか、もうちょっと、という声が出てくると思うんですね。金額が小さいですからあれですけど。

そういうことをよく考えていかなければいけないのかなと。 

 そしたらその話は最終的にこの３１ページの話につながっていくと思うんですね。公共交通網の

再編というのがあるんですが、特に黄色でこれから検討する、ここは改訂する、ここは対策といい

ますか、それができればいいんですけど、だからこのような人口が減ってきますと、ますます公共

交通というものが高齢者を中心に必要性が増してくると。要するに人口が減るとその負担額は大き

くなる、こうなると恩恵は受けられてない、こんな話になります。だから、このひとつ交通網の再

編のイメージを、この年次、いわゆるこの年次には何をしていきますというような行程表ぐらいは

つくっていただかな、これが夢プランになって終わってしまう可能性もあるんですね。この辺をち

ょっと心配しとるんです。どうでしょうか。 

○議長 じゃ、はい。 

○事務局 本日はちょっと詳細な説明はしておらなかったんですが、最後の資料５でつけております

「次期事業プログラムの検討」というペーパーをおつけしております。これが今全然我々が詳細を

詰めたものでないんですが、要は現在の連携計画に挙がっている取り組みの一覧の中で完了したも

のを除き、多少見直すものを整理したという程度のものなんですが、これが次期連携計画の中で取

り組みとして掲げていくものの下地です。ここにまだ当然今の情勢にそぐうものを追加していくと

いう工程がまだ入るんですが、まだそんな状態なので詳しい説明は本日は割愛しているところなん

ですが、この次期連携計画にうたうプログラムをうたっていく中に、取り組みの時期等も明示して

いきたいというふうには考えておりますので、その中で全体の工程というイメージには直接は結び

つかないんですけれども、各種この１個１個、個別の取り組みに対する実施時期というめどは掲げ

たいとは考えております。 

○J 委員 そうしますと、資料４のペケが検討、実施がまだ検討されてないこのペケですね。ペケの

やつがありますね。例えば、中国自動車道以北の地域では云々というようなところも、こういうも

のを検討していくということになるんですか。 

○事務局 現在の計画の評価というもので、ここで丸、ペケ、三角をつけてるんですけれども、この

ペケのものが必ずしもできなかったのか、しなかったのか、やる必要がなかったのかということも

含めた話になってこようかと思いますので、例えば今おっしゃってる部分が次期計画にも必要だと
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いうふうに判断すれば、それは当然次期連携計画にも実施予定プログラムということで挙げる必要

性があるものとなりますので、そのあたりは次回の公共交通の活性化協議会の場で次期連携計画に

うたうプログラム実施計画というもので、お示ししたいというふうに考えています。 

○J委員 ぜひ、このペケのやつはひとつ前向きに進める、私は必要性があると思ってます。 

○議長 よろしいですか。ありがとうございます。 

○H 委員 すみません、少し関連してですけど、今の３１ページの公共交通網の再編についてなんで

すけども、これはあとの資料４なんかに出てるんですけど宇仁地区がコミュニティバスが一応走っ

てます。事業プログラムでは国正滝野線、根日女の湯までに縮小ということで、現在東国正まで縮

小して残されているんですけれども、この再編の計画見ますと、宇仁地区のそういったコミュニテ

ィバスを廃止していこうという方向になっているんですけれども、西在田は廃止に当たってはっぴ

ーバスを運行されてそれにかわるものができてるんですけど、この宇仁地区についてはデマンドな

のかどうなのかわかりませんが、どういうものを想定して地元地域としてもいけばいいのか、今地

域づくり一生懸命取り組んでて、この間もコスモスまつりがあって、北条からこのコミュニティバ

スをインターネットで調べて８２歳のお年寄りで車の免許のないということで、でも一遍そういう

ところ行ってみたいということでバスに乗ってこられてコスモスの写真を撮られたりして、本数が

少ないからどうやってお帰りになるんですかと言ったら、まだ１０月でしたので根日女の湯があり

まして、はっぴーバスがそこへ来てるということで、そこまで歩いていって、そこからはっぴーバ

スに乗って北条まで帰るとおっしゃったんです。 

 ですから、確かに利用は少ないですけれども、そういった意味でずっとまちづくりとか活性化に

取り組んでいる地域ですので、明確なそういうデマンドか何らかの対策が明確になるまでは、やっ

ぱりコミュニティバス等の運行は継続して、足の確保はやっぱりやってほしいなというふうには思

うんですけれども、どういうものを地域で考えていけばいいのか、その辺はどうなんでしょうかね。 

○J 委員 ちょっと関連して、宇仁地区出身だからこういうわけやないんですけどね、きょうも午前

中花植えをしよったんですけど、中国高速の泉のバス停で先週の日曜日もそうやったんですけど、

五、六人おりられて、それでその方々が北条のほうに向かわずＪＲの社滝野の方面へ歩いてはるん

ですね。ということは、加西市にも都会からいろんなハイキングとかいろんな形でたくさん人が来

てはるということを言いたかったんです。 

 その関連で、私非常に前もちらっと言うたんですけど、皆さん乗り気やないのでもう言わなかっ

たんですけど、今国正路線のバスの回送が７時過ぎに根日女の湯の前を通って青野を通って、ゴル

フ場の前を通って国正へ行っとんですね。朝７時ごろにね。１時半ごろにもそのバスが青野町を走

っとるわけです。だから、お年寄りというのは時間はそんな気にしませんから、回送バスを青野町

にとめていただいたら、そしたらずっと国正まで乗って、そして北条へ行ってまた１時のバスで青

野へ帰ってこれると思うんですね。こういうことは簡単なことですけど、できないものですかね。 

○議長 事業のほうもお二人の意見ありましたけども。 

○事務局 そのお話は前回にもＪ委員のほうからございましたけれども、営業運転として運行してい

るものの形態と、回送作業中のものというのは、もう実際の形態が全く異なりますので、それを活

用するということは通常の運行業務に切りかえるという話になってきます。ですから、それはそう

いう手続を踏めば可能になるんですが、それについては前回お答えしましたのは、こういうふうに

お答えさせていただいたんですが、コミュバス等の再編とあせてどういうふうな形態が一番利便性

が高いのかということを検討する中で、実現するのかほかの手法になるのかというあたりが、今後

詰まっていくというふうなお返事をさせていただいたと思うんですね。 
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 ですから、今の回送のバスをそのまま乗り合いバスに切りかえるということは直接それをするこ

とはできかねます。それについては、そういう答えになってしまうんですが、今後地域フィーダー

を考えていく中で、どういった形での導入がいいのかということは住民の皆様に選択肢を何種類か

お示ししながら、こういう形態ならこれだけの費用がかかり、これだけの負担があるというふうな

ものと、トータル的にご意見をいただいて、どういう形のものを実際に導入するのか、あるいはし

ないのかということも含めた検討を、今後詰めていくことになるというふうな話になっていくと思

います。 

○J 委員 私が思うのは、この場というのは意思決定される部局の方が皆いておられるんですね。し

ようと思うたら皆これ権限のある方が皆いてはるんですから。神姫バスさんも別に路線変更しなく

てもバスが今走ってるんですから、青野町とゴルフ場の前にとめていただいたら、それで済む話な

んですね。その許認可をされる方々がここでおられるんだったら、そういうことはひとつは大きな

話としてとられるんじゃなくて、現代のやっていることをやはりベター、ベストで、今は走っとる

んだからとめるのしようかということを皆で決めていただいたらできる話じゃないんですか。 

○議長 ちょっとね、その話は検討してもらったんです。それでちょっとやっぱりまだ今おっしゃっ

てるように、目の前通ってるバスやけどもそれはちょっとまだ難しいようなことなんで、ですから

役者がそろった状況で皆さん前回Ｊ委員さんからもお話あったんですけど、ご議論されて、ちょっ

とやっぱりまだ意外に簡単ではないなということのようなので、ですからそのお答えになったみた

いです。もう少し考えて、今Ｊ委員さんおっしゃったようなお話をもう少し違うやり方でも実現で

きへんかなという、そういう段階になってます。 

○J委員 地元の人には非常に素朴な疑問なんですね。 

○議長 そうですね。目の前を動いてるときにね、そういうことですね。 

○J委員 じゃ、ひとつまた。 

○議長 それともう１点、たしかご質問いただいたかと思うんですが、宇仁地区のコミュニティバス

をこれからどうするのかという話。 

○事務局 この３１ページの再編図ということで先ほどご質問ございましたが、今の段階では東国正

線を廃止するという方針をもうこれを持っていっているわけではございませんで、コミュバスを再

編するのにあわせて地域への住民運営型というふうに総称的に言ってるんですけれども、その形態

は先ほどの私の説明のとおり地域のニーズ等を把握する中で手法は決定していくことになろうかと

思うんですけれども、それは必ずセットになっていくものとは思います。何も決まってないのにコ

ミュバスだけを廃止したというようなことにはならないような進め方を心得ていきたいとは考えて

ますので、例えば宇仁・日吉地区につきましては選択肢をお示しする中で、どういうふうに進んで

いくのかということと並行して詰めていくことになると我々も考えておりますので、その空白の事

態が生じるんじゃないかというご心配はないように努めたいと考えております。 

○議長 ありがとうございます。 

〇E 委員 １点だけすみません、３１ページの関係なんですけど、乗り入れ云々というはっぴーバス

の北条乗り入れ云々というのは、先ほど会長のほうから聞かせてもらったとおりなんですけども、

再編の方針、３１ページ、この中に出てるいわゆる地域間、地域間というところの、これはどこの

ことかちょっとよくわかりませんけども、今想像すれば中富口かなといった感じがするわけですね。

違っておればそれでいいんですけどね。そういうことからすれば、今方針を出します、この２５年

度中に方針を出しますというふうに我々聞かせてもらってるんですけども、その方針を出しますと

いう以前にこの次の再編方針の中に中心核、地域核としてここに印が入れてある。なるほどはっぴ
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ーバスにしても国正・宇仁地区を回ってくる分についても北条に入るような感じには、この黄色い

線が見えるんですけども、そのあたりでここに地域核をもってここに示されているというのはこれ

はそういう意図があっての話なんですか。そこはどうなんですか。 

○事務局 ここで図示しております地域核というのは、旧三町時代の旧の中心地ということでイメー

ジを持っていただくために表現しているものです。ですから、公共交通の体系が必ずしもここを中

心に回るものという意味ではございません。 

〇E委員 そういうことですか。 

○事務局  それについては、例えば下里地域核の位置なんかにつきましては、これはもうまさに北

条鉄道が通ってる沿線地域でございますので、まあいうたら北条鉄道ような幹線路線があるところ

に市北部のような形態のフィーダーが必要なはずはございませんので、基本的には幹線に接続をす

るという形態のフィーダーを考えるということになろうかと思います。ですから、この丸印が公共

交通網にどう意味があるかという答えでいきますと、特に意味はないというふうに見ていただいて

結構かと思います。 

〇E委員 そうですか 

○議長 よろしいですか。ほかにご意見ございますでしょうか。 

○B 委員 神姫バスでございます。先ほど来、３１ページの話が出てきておりますけど、今、市さん

からのお話にもありましたとおり、あくまで我々としてのイメージということで理解をしていただ

きまして、北部地域については今年度中に方針を決定するということでございますので、また市さ

んと協議をさせていただいてまた次回いろいろ話ができるようになるんかなというふうに思ってお

りますので、そういうふうに理解をしております。 

 それから、あと資料５、次期事業プログラムの検討の中で、今後進めていくべき施策ということ

でいろいろ話もでているんですが、先ほどＪ委員にもお話ありました泉のバス停の件、パーク＆ラ

イド非常に必要かなというふうに思っております。高速バスにつきましては、私ども今中国ハイウ

ェイバス、それからウエスト神姫という会社が山崎から三宮線ということで、北条泉のバス停にと

まっております。７月からはその山崎三宮行きのバスが増回をしております。かなり利便性も上げ

ておりますので、神戸方面大阪方面ご利用の方には非常に増えておるというところですので、泉の

バス停も人が増えれば整備進んでいくというふうに思いますので、どんどんご利用いただきたいな

というところの中では、パーク＆ライドの整備というのは非常に必要なことというふうに思ってお

りますので、ぜひ進めていただきたいと思います。 

 それから、あとこれも私、私案的にですけれども、まずパーク＆ライド、確かに高速道路上に置

けるところとなると田んぼをどこかとったりとか、土地をとったりせなあかんいうこともあるんで

すけれども、今ちょっと市街地をごらんいただければわかるように、例えばアスティアかさい、駅

前には北条鉄道とあるいは神姫バスの結節点でもあるんですけども、あちらについても例えばアス

ティアかさいの駐車場があるはというところの中で、例えばそういう駐車場を一部開放していただ

くあるいは市役所の駐車場も一部開放していただきながら、そういうバスの利用接続をするという

ような形のパーク＆ライドシステムというのも今あるもの、器の中でもやれる可能性があるのでは

ないかということもありますので、また我々もいろんなところの事業者さん、全国のバス事業者の

中でいろんな手法をされてるところもございます。また市さんのほうにご紹介したいなというふう

に思っております。 

 また、免許サポート制度の拡充ということで、交通の利用促進を図っております。従前からも申

し上げております神姫バスでは６５歳以上の方、免許返納された方につきましては、その返納書を
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見せていただくことによりまして、運賃半額ということでさせていただいております。なかなか、

加西市というところはどうしても農作業される方が多いので、やっぱりトラクターとか乗られる方

が多いので、なかなか免許を返納されるというのに踏み切るのが結構難しいかなと思うんですけれ

ども、例えば奥様であるとかという方が免許をもう返そうとされていただきますと、私ども例えば

北条・姫路間８１０円なんですけどこれが４００円でバスに乗れるというような形の制度、高速バ

スを除きます全線で実施もしておりますので、こちらまた警察さんと協力しながらまた老人会のほ

うにお話をさせていただくと、よりまたバスを使っていただけるのかなというふうに思っておりま

す。 

 それから、非常に手前みその話ばかりであれなんですけど、利用促進というところでいいますと

私どもも今ＩＣカード乗車券をやっております。ＮＩＣＯＰＡという乗車券をやっておりまして、

今まで紙の回数券をそういうＩＣカードにかえさせていただいて、これをバスに乗る財布と思って

いただきまして、１，０００円入れていただければ１，１００円あるいは１，３００円という感じ

になりまして、お得になっていくというところなんですけども、今乗車いただくことにおいてその

乗車運賃に応じてポイントをつけるということもやっております。２００円につき１ポイントとい

うことで今還元をさせていただくようにしておりまして、これが５００ポイント以上たまりますと、

例えばよくお使い、一番私ども神姫バスグループのいろんな商品が購入できたり、商品にかえれる

というところなんですけど、一番加西市の皆様になじみがあるのは、我々の神姫バスの神姫観光の

ツアーとかでお使いいただける商品券にかえることができると。 

 ですので、２００円で１ポイントですから８１０円のところ乗りますと４ポイントということで

けど、往復すれば８ポイントということで日に乗っていただくと５００円なり１，０００円になる

というふうな形になってこようかと思いますので、それはまたポイント申請していただいて神姫バ

スツアー等々の例えば神姫商工というのが北条にあります、その整備のお金のというか、割引とい

いましょうか、商品券にかわるというような制度もやっておりまして、できるだけバスの利用を促

進ということで我々もなかなか補助金もいただきながらということで厳しいですけれども、そうい

ったところで利用促進のほうへどんどん頑張っていこうというふうにしております。 

 それから、ぜひ今風土記１３００年とかいろんなイベントこの前も北条の宿博覧会もございまし

たけれども、できるだけ今加西市５万人にしていこうというところの中でいいますと、やはり来て

いただくことも必要、なかなか加西市の人口のパイの中で乗ってもらおうというのは非常に難しく

なってこようかと思いますので、とりあえず大阪ですとか神戸からやっぱり来ていただくような形

のことをやっていかないといけないのかなというふうに我々も思っています。ですので、そういう

神戸の方、明石や西神の方もそういうカードを持っておられますので、ぜひバスに乗って姫路から

お越しいただくとかいう施策をどんどん我々もポータルサイトのようなものを持っておりますので、

いろんな地域を紹介しながらバスに乗っていただく施策を今大ざっぱですけども打ってるところで

ございます。ですので、できるだけこの乗車の企画券ですとかこういう公共交通の利用体系も今上

がっておりますけどこちらもまた老人会さんと一緒に、例えばねっぴー号持っていって実際のバス

の乗り方を勉強していただくと、そういうＩＣカードをどうやって使うんだというようなことを実

地でやれるかなというふうに思っております。 

 実際いろんなところ小野市ですとか三木市さんでも結構やらしていただいております。この前、

１０月に医療センターが統合病院ができましたけど、あちらのほうで三木市さんの直行バスという

ことで運行されたんですけど、それもＩＣカードを使っていただくようにして、そういう地域回ら

せていただきながらバスも持っていって乗り方を説明していこうというようなことも今後やってい
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こうと思っておりますので、いわゆるやはり加西市の方ってどうしても車に頼られるとこがあるの

で、やっぱり乗ったことがないという部分、昔バス乗ったというのもあるんですけども、お子さん

からお年寄りまでそういうふうに１回でもバスに乗る、乗って何が楽しかったかという何かを見つ

けさせていただいてずっと引き続きまた利用したい、また行きたいというような形にもっていける

ようにしていきたいなと。それで底を上げてというふうな形にならんかなというふうに思っていま

す。 

 ですので、先ほどのパーク＆ライドなんかにつきましても、やはり全く自動車を消そうというの

は難しい話だと思います。それも共生、ともに生きていくというところもやっぱり入れていかない

と難しくなってくるかなと思いますので、そういったところもいろんなところにパーク＆ライドシ

ステムというのも地域核になるようなところからやっていくというのは、非常に重要かなというふ

うに考えています。以上、意見というか要望でございます。 

○議長 どうもありがとうございます。ご紹介ということですね。ほかにご意見ご質問等ございます

でしょうか。お願いします。 

○L オブザーバー 私のほうから３点ばかり少しお願い的なことをしておきたいんですけれども、１

点目が５ページの人身事故死の推移のほうですが、先ほど加西市としてのデータもあるとおっしゃ

っていましたので、ぜひ加西市さんのデータも載せていただいたほうが、ちょっと特徴が出ていい

のかなというふうに思いました。それと、先ほども免許の自主返納についての県下でやはり地方部、

都市部、少し特徴があるようですので、免許の自主返納の数字もあればこうしたあたりで整理して

おけば、加西市としての特徴というのが出てくるのかなと感じたのが１点です。 

 それから２点目なんですけれども、加西市から京阪神に出る通勤ルートの検討をされてるという

のがたしか何ページかにあったと思うんですが、検討してますと書いていただいてるんですけど、

できましたらその内容ももう少しどんな検討をしたんだという内容も少し書いていただければ、２

６ページですね。もう少しこの２６ページ、どんな検討、例えばこれ神戸・大阪方面だけになって

ますが、もし加古川や姫路方面へのアクセスをといったことも、もし検討されているんでしたら中

身も書いていただきたいなと思ったのが１点と、ちょっと最後が少し難しい話かなとは思うんです

が、９ページで公共交通を支えていくための市の人口１人当たりの負担というのを出していただい

てまして、ここ数年でずっと伸びてきますよ、どうするんですかという問題提起だと思うんですが、

一方で３１ページの交通網の再編では今よりもさらに強化するような交通網がイメージされるよう

な資料になってるように感じました。そのときに、そうするとやはり市の負担額はまたもっと増え

ていくんじゃないかというのが見えてとれてくるんだと思うんですが、それも問題提起なんだろう

とは思うんですが、このときに大事になってくるのがやっぱり利用促進をどうしていくんですかと、

ネットワーク広げて赤字増やしていいというのなら簡単ですけども、ネットワーク増やして赤字を

増やさないようにしようとすればどうするんですかというのはもう利用促進とか経営の効率化とか、

そういったことしかできないなとは思ってまして、そのあたりをどうするのかというあたりも今回

の資料でできるだけ検討していただければありがたいなというふうに思ってます。 

 ちなみに、兵庫県のほうでつくった１０カ年計画のほうでは、できるだけそういったことを書い

ていこうというふうに、書いたつもりにしておりますので、その辺また個別にでも検討していただ

いたらありがたいなというふうに思います。 

  以上です。 

○議長 はい、事務局、何かありますか。 

○事務局 この９ページの１人当たり負担額というのは、目安として表記させていただいてますが、
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おっしゃっていただいたように県の１０カ年計画を当然参考にさせていただく中で進めていくんで

すけれども、この数字が１，０００円を超えればどうこうという単純な議論ではなくて、目安とし

てこれは出させていただきましたが１人当たり単価が何ぼをもって適正というふうなラインが明確

にあるわけではございませんので、加西市の場合市街化部分と山間部分の面積が広うございますの

で、いろんなエリアがございます。ですから、まさに単純に１人当たり単価というふうな尺度では

はかれない情勢がございますので、例えばそこに面積的な要件を入れるんであったり多角的に物事

を見ないことにはちょっと単純な判断ができないところがありますので、そのあたりはいろんな資

料を参考にする中で今後整えていくようになっていくのかなというふうには思っております。 

○議長 ５ページの事故件数、免許保有者の件数の話が今の話です。県のデータだけども加西市のデ

ータできないかというこれは多分警察のご協力とあわせてということですね。 

○Lオブザーバー 先ほどあるという説明をされてましたね。 

○事務局 １８年以降とかという形で、今警察のほうからお預かりした分がございます。そちらのほ

うでご紹介するのも一つかなというふうに、こちらきょうの資料作成するに当たって考えたわけな

んですけれども、一つは兵庫県の資料のほうが長い期間見てとれるということと、傾向として同じ

ように高齢者の免許の保有率が増えているということは共通しておりましたので、こちらのほうを

採用させていただいておるところです。併記するようにまた検討させていただきます。 

○議長 それともう一つ、今の Lオブザーバーさんの話で腑に落ちないことが一つあるんですけどね、

サービスが上がっていったら赤字が増えるということなんだけれども、収支で見たら赤字は全部赤

字なんですけども赤字やさかいあかんという話を言われてるとしたら、ちょっと趣旨が違うと思う

んですよ。ですから、より経営の効率化とかそれから税の使い方をきっちりやっていかないといけ

ないよ、補助についてもきちんと使いましょうというのはもちろんあるにもしても、だから出てく

る欠損分はそれは赤字じゃなくして地域を支えるために必要な投資だよというのが、この場の会議

の主旨ですね。ですから、エリアが増えてサービスが増えると赤字が増えるというのは、それはそ

ういうものの見方をするというようになると、何かなかなか理解しにくいと思うんですけどね。で

すから、県のほうでそういう見方をされるとしたら非常に地域の公共交通を支えるという点からい

うと、すごい誤った見方をしてしまうと思います。 

○L オブザーバー 当然、おっしゃることはよくわかります。短絡的に網が増えれば赤字が増えるか

というものでもないというのは、もちろんわかってるつもりなんですけれども、例えばじゃ一方で

どんどんネットワークを増やしてもいいのかというのは難しくて、場合によっては路線が減るとい

う事態も起こってきてますので、そこはその路線を維持するための努力というのはセットで行われ

ているものだというふうに理解してますので、言いたかったことは路線を維持する、またつくると

いうことに関して、努力をどうするんですかということを書いていただければなというふうに思っ

たという。 

○議長 なるほど、ちょっと言葉使いをご注意されたほうが、誤解を生むかもしれないので気をつけ

たほうがいいかもしれないなと思いました。ほかにご意見、ご質問。 

○C 委員 すみません。今回の連携計画を見直されるということで、見直される過程でもしかしたら

ちょっと国の補助金とかを視野に入れて見直していって、その取り組みに対して国の補助金を取っ

ていきたいんだということがあろうかと、多分メニューを見てると思うんですけど、今日はたまた

まちょっと国のほうで Aオブザーバーが来られてるので、連携計画を立てる際にどういうところに

ちょっと注意して立てていっていただいたほうが、補助金を取りやすいのかというアドバイスをい

ただくのにはちょうどいいチャンスかなと思って、私は先輩に振るのは多少気が引けるんですけど、
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ちょっとアドバイスをいただけたらどうかなと思うんですけど。 

○A オブザーバー 簡単になんですけど、（1）改善事業が３年目迎えまして、ことしのメニューの中

に新たにに共同推進事業というのができまして、これはいろんな地域からの要望を受けて国交省の

ほうで考えました制度でして、いわゆる利用促進なんかに国費は使えると、共同推進事業を使うた

めに母体となるのが再生法の法定協議会ですよと。共同推進事業計画を立てる前提として、今まさ

につくろうとされている連携計画というのが必要です。連携計画の中に、連携計画を作成するとき

に連携計画が共同推進事業計画の上位計画となるように、共同推進事業でやろうとしている内容を

連携計画の中に盛り込んでくださいよと、その中から共同推進事業をピックアップした形で進めて

いただくことについて、その内容によっては国の補助が受けれますよと。２分の１という制限なん

ですけども、そういう制度になってますので、今回加西市さんの連携計画は２５年で一区切り、次

にまた新たに作成されようとしてますので、その辺のところは共同推進事業をにらんだ形で中身を

盛り込んでいただくということが非常に重要かと思っておりますので、少しその辺ご留意いただい

てつくっていただけたらというふうに思います。ちょっと簡単ですけど。 

○議長 引き続きよろしくお願いいたします。ほかにご意見ご質問ございますか。よろしいですか。 

○J 委員 ５ページのこれまさに老人会の話になっていくんですけど、非常にここで言う話かどうか

しりませんが、いわゆる高齢者の事故防止につきましては、加西警察さんともいろいろご指導をい

ただきながら努力をしとるんですが、これからのこの３１ページのいわゆる公共交通網の再編に当

たって市のほうは少し私高齢者の立場から申し上げますと、加西市の長寿介護課とか市民課とかい

ろいろいわゆる高齢者にかかわる部局がたくさんあるんですね。国の今の高齢者に対する流れはど

のような流れになっとるかといいますと、在宅介護の方向に動いてるんですね。物すごくそれが急

ピッチで動いてる。そうしますと、市民いわゆる大規模な病院とか、あるいは今は長期には入院さ

せてくれない。地域のお医者さんいわゆるその地域のお医者さんが一人ひとりをサポートしていく

ような仕組みに変わっていって、じゃ年寄りはどうなるかというと家で介護をすると。それに対し

て自立サービスとかいろんな公的な支援が入ってくる。こういう形になりまして、これからのお年

寄りというのは極端にいいますと、家にいてるというふうな雰囲気が出てくると思うんです。 

 そうしますと、そこで買い物の問題であるとかどこかへ行きたいというふうなニーズに対して、

公共交通の役割が非常に大きくなってくると思うんですね。それは、タクシー会社さんがおやりに

なるのか、バス会社がおやりになるのか、これは非常に大きなニーズになってきてます。そういう

問題も視野に入れた形で、これからの公共交通はどうあったらいいかということをぜひ考えてほし

いんです。ただ、お客さんがそこにいてるからその人が減っていくからどうこうということより、

いわゆる地域、加西市に住む人たちがどのような年齢でどのような健康状態でいてるかと、そうい

う人たちのニーズがどんな形で発生するか、そこには必ず運搬手段というのが出てくるので、そう

いうことをぜひ老人会のほうからお願いをしておきたいと思います。 

○議長 ありがとうございます。事務局のほう何かありますか。 

○I 委員 ちょっとよろしいですか。公共交通は、もう本当に高齢者のためにこれから充実させんと

いけないのは事実なんですけど、この連携計画の中で全体的なこと、加西市全体的な隅々まで各校

区の交通までを要するに協議するというのは、なかなか本当に難しいと思うんですね。 

 それで、加西市にもふるさと創造会議、小学校校区ごとにまちづくり地域の課題に取り組もうと

いうふうなことを進めていこうとしておりますので、そういうふるさと創造会議、校区の会議の中

で、本当にその校区で、要するに公共交通について実際校区の方が利用するのにこういうのがベス

トだというふうな、そういう話し合いの場をしていただくようなことをつくりまして、そういう意
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見を校区の意見を聞いて、そういう意見をどのように対応すれば実際の公共交通として法的な規制

がいろいろありますので、こういう会議に提案をさせていただいて、そしたらこういう方法でこう

いうふうにすればうまく対応できるのではないかというふうなことで、話が進められたらなという

ふうに市のほうも思っておりますので、今後もう少し校区に入ってそういう公共交通への意見を市

のほうも聞いて、またその校区での会議の中でそういうことについて話し合っていただくというふ

うなこともお願いをしたいというふうに思います。 

○議長 ありがとうございます。ほかにご意見ご質問ございますか。 

 非常に皆さんから多くの意見をいただきました。先ほど来意見が出てますように、５年前に策定

したときは１人当たりの公共交通の予算が８００円ぐらいやったのが、５年経ってみると１，１０

０円を超えるようになりました。次期の計画を考えていくと、これが下がるということは先ほどＪ

委員さんもおっしゃいましたように人口が減少していくということで、金額が仮に同じであっても

それなりに上がっていくということになるというふうに思います。ただ、公共交通を支えることに

よって、先ほど来意見が出てますけど、ほかの分野、例えば福祉であるとか健康であるとか、さま

ざまな分野のもしかしたら費用が軽減できるかもしれません。予算全体も厳しくなっていくと想定

されますけども、そのときに公共交通を頑張ることによって、ほかの予算に対するサポートができ

るのであれば、それは市としてしっかり計画を策定して人々が乗ってもらえるようなものをつくっ

ていくということが、大変大事かなというふうに思います。 

 そういう意味では、本当に乗ってもらえるようなものをいろいろきょうご意見ありましたけども、

きちんとした優先順位をつけてどこからやっていくのか、どういうものの効果を見ながら実現して

いくのかということを決めていく、もう一つは多分加西市のこれからの先を考えると、今５年先を

考えるわけですけども、交通のあり方というのは都市構図を１０年とか２０年先の都市構図を決め

ていくことになると思いますね。ですから、地域核という話がありましたけども、人口が減少して

いくときに人口をどう集めていくのかというのは、都市経営上も極めて重要な課題になって、その

ときに公共交通のあり方というのは非常に重要になるというふうに思いますので、次期の計画とい

うのは前の計画に比べてより一層重要になってくるというふうに思います。 

 きょうも皆さん真剣にご議論いただいたのは、まさにそういう点をご理解いただいてお話いただ

いたというふうに思いますので、ぜひきょう出された意見をベースにたたき台をつくっていただい

て、よりいい次期の計画をまとめるということにしていきたいというふうに思います。 

 またきょう言い足りなかった点とかありましたら、事務局のほうにお手数ですけどもご紹介いた

だければというふうに思います。ということで、協議事項２につきましても時間の制限もあります

ので、一応以上というふうにさせていただきたいというふうに思います。 

 その他ということにつきましては、事務局のほうからご紹介いただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

○事務局 それでは、３番、その他ということで次回協議会の時期をおおむねの状況で申しわけない

んですが、お伝えしておきたいと思います。一応、年が明けて１月から２月、できるだけ早くに行

いたいとは考えているんですが、おおむねの時期とすれば１月から２月ごろということで承知して

いただければと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

○議長 以上で終了ということですか、皆さんお疲れさまでした。どうもありがとうございました。 
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